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新課程に向けて，教科「情報」の変化に対応できる人材育成が急務である。しかし，文系学部では情

報科学の専門性の不十分さを指摘する声は大きい。そこで，これまでの教育法の授業設計を見直し，履

修学生の様々なデータからペルソナ法により，モデル化することとした。本稿では，モデル化の前提と

なる，履修学生の調査の内容，分析結果を紹介する。

１．はじめに

大学共通テストでの教科新設や，東京都の情報

科教員の採用試験において複数免許必須条件が見

直される等，新課程に向けて，教科内容のみなら

ず，教科「情報」を取り巻く環境も大きく変化し，

その変化に対応できる人材の育成が急務である。 

ところが，教員養成課程では，特に文系学部の

情報科教員を志す者に対して，生徒を指導する上

での最低限必要な専門的な知識や技能を有してい

ないと，情報科学の専門性の不十分さを指摘する

声は大きい（1）。教科教育法は，授業の計画，実施，

および改善といった，授業を実施するスキルを学

ぶ科目であるため，教科の専門性に関しては学部

での教育を通して確保すべきであり，その教育が

一定の水準を満たしていなければ，教員の資質能

力もまた担保することができない（2）。 

しかし，学部で専門を学んでいるにも関わらず，

教科教育法の多くの時間が，教科内容の復習や模

擬授業に費やされ，新しい技術を生かした教授方

法の工夫や，教材開発といった，これからの教員

に必要な学習に時間を割くことが難しい現状があ

る（3）。 

２．履修学生の全体のニーズを満たすには

これまで履修学生が教科の内容を理解している

と仮定した上で授業を設計してきたが，上述のよ

うに，理解していなければ，復習の時間となって

しまう。それでは本末転倒である。それよりも，履

修学生がこれまでどのような学びをしてきたのか，

どの程度，教科の専門を理解しているのか，資格

取得の状況などといった，様々な角度から履修学

生に関するデータを集め，その分析した結果を教

育法の授業設計に活かす方が，履修者全体のニー

ズを満たし，何より復習にかける時間を少なくす

るといった意味でも有効であろう。 

しかし，履修学生ごとに分析し，それぞれのニ

ーズを満たすことは現実的に難しい。そこで，分

析結果を生かし，ペルソナ法を用いて履修クラス

の履修学生像をモデル化することとした。ペルソ

ナ法とは，マーケディングや UX デザインの分野で

使われる手法で，製品やサービスのユーザを具体

的な人物像として描写したものである(4)。ペルソ

ナを設定し，そのニーズをあった教授内容や課題

などを考えることは、ひいては多くの履修者が求

める授業内容や課題の開発につながる。

そこで，ペルソナの設定にあたり，履修学生の

意識やスキル，知識の定着などに関するデータを

収集，分析することとした。 

2.1 調査 1：履修学生のこれまでの学習状況 
授業を始めるにあたり，高等学校までの情報の

学習状況，およびアプリケーションのスキル等を

調査した。対象は A 大学の「情報科教育法 I」を

受講する文系情報学部学生（男性3名，女性1名），

B 大学の「情報科教育法 I・II」を受講する理工系

学部学生（男性 2 名），文系情報学部学生（男性 1
名）の計 7 名とした． 
教科情報の履修状況では，「社会と情報」を履修

している学生（3 名）が一番多かったが，授業名を

単に「情報」とする学校もあるため，「科目名を覚

えていない」と回答する学生も多かった。履修年

次は 1 年次（3 名）が多いが，2，3 年と複数年次

に渡って履修した学生も見受けられた。

学習内容については，ほぼ全員が「アプリケー

ションの操作」を挙げており，「プログラミング」

や「データ分析」については１名のみ学習したと

回答した。

次に，アプリケーションの操作スキルを自己評

価（5：よくできる〜1：できない）の結果である

が，プレゼンテーションや文書作成と比較し，表

計算ではあまり得意でないとする回答が多かった。

特に「関数の利用」「数式の利用」に関して，スキ

ル差が見て取れた。

プログラミングについては，大学の授業で初め

て学習する学生がほとんどで，高校で学習したも

のも１名であった。学習したプログラミング言語
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は，C 言語，Java，Python などが多く，社会で多

く利用されている言語に触れていることが分かる。

プログラムの作成については，ほとんどの学生が

「難しい」「やや難しい」と感じている。 
 

2.2 調査 2：履修学生のレディネス 
次に学生のレディネスを測るために，教科書で

扱っている内容について試験を実施した。表 1 に

概要を示す。高等学校での教育実習が 6 月に行わ

れるケースが多いことや，情報の基本的な知識を

測ることを想定し，首都圏近郊の高等学校で用い

られた 1 学期末考査（図 1）を利用することとし

た。なお，実際はマークシート方式による筆記試

験であるが，今回はオンライン授業のため，Google
フォームによるオンラインでの選択式テストとし

た。 
表 1 実施試験の概要 

出題形式 Google フォームによる出題 

出題内容 
コンピュータのしくみ，情報のディ

ジタル化，データ分析，問題解決 
問 題 数 60 問 
試験時間 60 分 

受験者数 

A 大学  
文系情報学部４名（うち女性１名） 
B 大学  
理工系学部 4 名 
文系情報学部１名（うち女性０名） 

 

図１ レディネス測定のために用いた試験（抜粋） 
 
３．試験結果と考察 
3.1 試験結果 
試験の結果は，表 2 の通りである。A 大学に比

べて，B 大学は全ての値が高く，基本的な情報に

関する知識は有しているといえる。B 大学は理工

系学部の学生が多く，情報科学の専門知識が身に

ついていたことも大きい。また，A 大学は，全員

が不正解であった問題が 5 問あったが，B 大学で

は全員が不正解の問題はなかった。 

表 2 大学別試験結果 

 

3.2 正答率とその種類 
次に，全体として正答率の高かった問題と低か

った問題を確認した。「コンピュータのしくみ」や

「数のディジタル化（進数の変換など）」など，単

純な問題はよく正答していたが，音や画像のデー

タ量など，単位を揃えて計算する，論理的に考え

なくてはならない問題は正答率が低かった。 
全体の正答率が 3 割であった問題は，「16 進数

から 2 進数への変換」，「文字コードの種類」，「文

字のディジタル化（アウトラインフォントとビッ

トマップフォントの特徴）」，「音のディジタル化

（符号化，音のデータ量を求める）」，「演繹法・帰

納法」，「MECE（ロジカルシンキングの概念を問

う）」であった。正答率が 2 割の問題は，「画像の

ディジタル化（画像のデータ量を求める）」であっ

た。「表計算の複合参照式」，「度数」といった，新

課程にも導入されるデータ分析の基礎を問う問題

は，正答率が 1 割という結果となった。前述のア

プリケーションの操作スキルの自己評価を重ねて

も，単純なことはできても，データを分析するス

キルや知識に乏しいことが伺える。 
 

４．今後の課題 
事前の調査や試験などから，履修学生の課題が

確認された。今回分析した結果を，ペルソナ法に

よる履修者モデルに落とし込むことにより，次年

度以降の学生の教育にも活かすことができる。詳

細なペルソナの設定を試みたい。 
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 A 大学（４名） B 大学（５名） 

平 均 点 54.7 68.3 
最 高 点 71.7 86.7 
最 低 点 43.4 51.7 
標 準 偏 差 6.6 8.0 
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